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ドライスキンのサイエンス～原点から最前線まで～

皮膚バリアの基礎知見 up-to-date
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Abstract
One of the most important functions of our integument is a barrier function. The barrier function of the stratum corneum 

in the epidermis can control the trans-epidermal water loss and protect our body from invasion of a variety of allergens.  
Filaggrin is one of the most essential molecules for the barrier function of the stratum corneum and, recently, filaggrin gene 
mutations were reported to be a major predisposing factor for atopic dermatitis. Skin barrier defects are thought to be closely 
associated with the pathogenesis of many allergic disorders including asthma, hay fever and food allergies.
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1.　は じ め に

われわれの体表面を覆っている皮膚の最も重要な働き
の一つが，バリア機能である。進化の過程で，ヒト皮膚
は，乾燥した外界に体する強靭な防御システムとして表
皮の角化機構を発達させた。
皮膚のバリア機能にとって重要な「角化」とは皮膚の
表面の表皮，さらにその表面の角層を形成することに他
ならない。この角化して細胞死に至った表皮細胞の層で
ある角層，いわゆる「アカ」の層が，皮膚バリア機能に
おいて重要な役割を果たしている。皮膚の角化と脂質層
の形成によって，体表面からの水分蒸散量はコントロー
ルされ，かつ，外界からのアレルゲン等の異物の侵入が
防がれている。
近年，このバリア機能に重要なタンパク質，フィラグ
リンの遺伝子変異がアトピー性皮膚炎の発症因子の一つ
であることが明らかになった。
皮膚，特に表皮角層のバリア機能に障害があると，ア
レルゲンに対する感作が成立しやすくなる。近年，アレ
ルゲンの経皮感作を引き起こす角層バリア機能障害の原
因としてフィラグリンの遺伝子変異が注目されている。
皮膚の最も重要な働きの一つである外界に対するバリ
ア機能の要が皮膚最表面の角層である。角層のバリア機
能により，体表面からの水分蒸散量はコントロールさ
れ，かつ，外からのアレルゲン等の異物の侵入が防がれ
ている。角層の構造として，バリア機能にとって重要な
ものは，角化細胞質内のケラチン・フィラグリン溶解産

物，cornified cell envelopeと呼ばれる裏打ちタンパク質
の結合により厚くなった細胞膜，角層細胞間脂質層であ
る。
魚鱗癬をはじめとする角化異常症においては，角層細
胞間脂質層の形成不全や角化細胞の剥離障害等のバリア
形成機構の異常が，発症機序である疾患が少なくない。
また，皮膚角層のバリア機能のうち，内側から外側への
バリア（inside to outside barrier）に障害があると，皮膚
表面からの水分蒸散量が増大し，ドライスキン，乾燥性
湿疹となる。また，外側から内側へのバリア（outside to 
inside barrier）に障害があると，外界からの異物の侵入
が容易となり，外来アレルゲンに対する感作が成立しや
すく，アトピー性疾患，アレルギー性疾患の発症へとつ
ながる。われわれは，日本人でもフィラグリン遺伝子
FLG変異がアトピー性皮膚炎とアトピー性皮膚炎合併
喘息の重要な発症因子であることを明らかにした。食物
アレルギーについても，ピーナッツアレルギーでは，
FLG変異による経皮感作の亢進が発症に関連している
ことが示されている。皮膚バリア機能障害によるアト
ピー性疾患の発症機序については，皮膚バリア機構と皮
膚免疫システムのクロストークの観点から，詳細に解明
されつつある。本講演では，皮膚バリアの仕組みとその
障害による疾患の発症について，最近の知見につき，概
説する。

2.　皮膚のバリア機能障害とドライ・スキン

表皮バリア機能は，体の内側から外側へのバリア（in-
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